
真鶴町グランドデザイン策定業務 真鶴半島地区 関係者協議

亀ヶ崎等利用推進会議 会議意見要旨

日時 平成 30年 10 月 16 日（火） 13：30～

場所 真鶴町国民健康保険診療所２階 会議室

１ 亀ヶ崎等利用計画について

＜資料１について事務局から説明＞

・自然を残すという観点からモノレールはいかがなものか。

・波が非常に高いため、ウッドデッキは維持できないのではないか。

・アクセスの整備や落石防止対策程度でいいのではないか。

・まずはこの場所をきれいにすることが大事ではないか。皆でゴミ拾いや除草をして町民に関与して

もらえれば気運が高まるのではないか。

・アオウミガメが産卵できるようなきれいな海辺にすることは大事ではないか。

・この場所は波がとても高く、マリンレジャーができるようにするには防波堤が必要になる。そうな

るとこの辺りで一番良い漁場がつぶれてしまう。

・海辺をきれいにして、干潟を再生すれば貴重な、稀有な資源となるのではないか。

・落石防止ネットは景観を崩すのではないか。

２ 真鶴半島グランドデザインについて

＜資料２－１及び資料２－２について事務局から説明＞

・防災の観点が非常に重要になる。

・木の上にボードをつなげて歩けるようにすれば、遊べるのではないか。

・ブロックアートの廃墟は資源として利用できるのではないか。

・ツリーハウスはいいと思う。アクティビティが真鶴町にはない。

・花を活かしたまちづくりをする。真鶴でしか育たないような植物を活かす（オリーブやヤシはその

可能性があるのでは）。はまゆり（スカシユリ）が少なくなったが、活用できないか。

・県営駐車場から御林への階段（遊歩道）を整備してはどうか

・半島では火気厳禁の旨をもっと周知してほしい。

・半島への入り口をもっとどうにかしてほしい。


